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〇条例の概要 

令和４年 12 月に「新潟県教育の日に関する

条例」（令和４年 12 月 27 日公布、同日施行）

が制定されました。 

この条例は、県民一人一人が教育の重要性

を認識し、教育のあり方を考える契機として、

「新潟県教育の日」を定めるとともに、県の

責務等を定めることにより、県民が生涯にわ

たって学び、その学んだことを社会で生かす

ことができる教育環境の整備の推進を図り、

もって持続可能な社会の実現に資することを

目的とするものです。 

本条例制定により、11 月 1 日が「新潟県教

育の日」、11 月が本条例の目的を達成するた

めの施策を重点的に実施する期間として「新

潟県教育月間」と定められました。 

〇「新潟県教育の日」ロゴデザインの県民投

票を行っています！ 

「新潟県教育の日」をより多くの県民の皆様

に知ってもらうためにロゴを作成することと

し、県民の皆様へ「新潟県教育の日」をイメ

ージするロゴデザインを募集しました。 

1 次選考を通過した 9 作品をロゴの候補と

して、県民投票を実施しています。投票は県

の電子申請システムから行うことができます。 

 

投票期間は 10 月 6 日(金)まで受け付けてお

りますので、ぜひ投票をお願いいたします。 

https://apply.e-tumo.jp/pref-niigata-

u/offer/offerList_detail?tempSeq=6859 

〇11 月 1 日に「新潟県教育の日」記念イベン

トを開催します！ 

11 月 1 日の「新潟県教育の日」に、教育の

重要性を考えるきっかけとしていただく「記

念イベント」を開催します。 

【イベントの概要】 

１タイトル：学びが変わると社会も変わる！

「探究的な学び」が未来を創る 

２日時：11 月１日（水）（入場無料） 

 午後１時 30 分～４時 30 分 

（開場：午後１時～） 

３会場：ユニゾンプラザ多目的ホール 

（座席数 448 席）[新潟市中央区上所] 

    ※オンライン同時配信 

４内容： 第１部 基調講演 

     第２部 小中高による成果発表 

     第３部 パネルディスカッション 

参加申込み方法、その他詳細は以下の県ホー

ムページをご確認ください。 

https://www.pref.niigata.lg.jp/site/ 

kyoiku/kinennibennto.html 
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＜今月号の記事＞        対象校種 

１：教育ニュースライン                                                      Ｐ１    全種  

２：高校生アカデミック・インターンシップ研修                            Ｐ２-３  高校   

３：ラ・ラ・ネット（新潟県生涯学習情報提供システム）、生涯学習相談の紹介    Ｐ４    全種   

４：自作映像・視聴覚教材コンクールについて（「新潟県教育の日」関連イベント）Ｐ５   全種  

５：インフォメーション                                                 Ｐ６-８  全種   

 

    育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。 教 

「新潟県教育の日」について 
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https://apply.e-tumo.jp/pref-niigata-u/offer/offerList_detail?tempSeq=6859
https://www.pref.niigata.lg.jp/site/kyoiku/kinennibennto.html
https://www.pref.niigata.lg.jp/site/kyoiku/kinennibennto.html


第 880 号 令和５年 10月２日   新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています   (2)      

 

                

 

 

 

 

 

はじめに                

 平成 30 年度から県教育委員会が実施している

「高校生アカデミック・インターンシップ研修」

は、今年度で５回目の実施となりました。本研修

は、生徒が将来進む可能性のある学問分野に関係

した研究活動等を大学研究室や研究機関で体験

し、学習意欲や進路意識を高め、探究する力・課

題解決能力等を身に付けることを目的としてい

ます。 

 今年度は、新潟大学、新潟県立大学、長岡造形

大学、上越教育大学、三条市立大学、県立歴史博

物館の６か所を研修先として実施し、県立高等学

校１・２年生、中等教育学校４・５年生の計 64人

の生徒が参加しました。 

 本号では、高校生アカデミック・インターンシ

ップ研修の取組内容や成果について紹介します。 

 

実施内容                

 参加した生徒は、19講座から、興味・関心のあ

る研究テーマを選択し、大学教授や大学生等とと

もに、夏季休業期間中に１日または２日間の研究

活動を行いました。 

《参加大学及び学部等》 

新潟大学 

人文学部、法学部、経済科学部、 

医学部、歯学部、工学部、農学部 

 新潟県立大学 

  人間生活学部、国際経済学部 

 長岡造形大学 

  造形学部 

 上越教育大学 

  教職大学院学校教育実践研究コース 

 三条市立大学 

  工学部 

 新潟県立歴史博物館 

  経営企画課 

 

 

 主な開講講座と研究活動の様子      

１ 新潟大学 

 新潟大学は五十嵐キャンパスと旭町キャンパ

スの２会場で研究活動が行われました。歯学部の

講座では、人がもつ「食べる機能」を科学的に学

び、咀嚼など様々な食べる機能の測定方法を体験

しました。また、食べる側である「人」と食べら

れる側である「食品」の両方の観点から、安全に

食べることについて研究を行いました。 

 

 

【咬む・食べる機能の測定の様子】 

 

２ 新潟県立大学 

 人間生活学部の講座では、遺伝子多型と体質、

遺伝子検査についての講義を受講し、受講内容に

関する課題について自主学習を行った後、実際の

遺伝子検査の結果確認やゼミ学生を交えたディ

スカッションを行いました。 

 

 
【ゼミ学生とのディスカッションの様子】 

 

 

 

高校生アカデミック・インターンシップ研修 
高等学校教育課 
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３ 長岡造形大学 

 造形学部デザイン学科の講座では、普段してい

るあそびの楽しさを分析し、それを元にプロトタ

イプを作成して、ルールを調整するなど、新しい

あそびをデザインしました。さらに、自分の見つ

けた楽しさを客観的に他人に伝えるための情報

伝達のデザインも考えながらデザインした「あそ

びの企画書」を作成しました。 

 

【あそびの企画書の発表の様子】 

 

４ 上越教育大学 

教職大学院学校教育実践研究コースの講座で

は、午前中は大学生や大学院生と協働したＩＣＴ

を活用した授業づくりを行い、それぞれが作成し

た指導案を発表し、協議をとおして指導案の改善

を行いました。午後は上越教育大学附属小学校を

実際に見学し、小学校の教員と授業づくりについ

て意見交換を行いました。 

 

【作成した指導案についての協議の様子】 

 

５ 三条市立大学 

 工学部のコンピュータで動く工作機械を体験

する講座では、コンピュータによりデザインの図

面と加工プログラムを作成し、マシニングセンタ

による自動加工を行いました。工具の回転数や送

り速度といった加工条件が加工精度に与える影

響を確認するなど、最先端の加工技術について理

解を深めることができました。 

 

 【マシニングセンタによる加工の様子】 

 ＊マシニングセンタ：回転工具を使用して切削加工を行う 

プログラムで動く工作機械 

 

６ 新潟県立歴史博物館 

 経営企画課の講座では、研究分野の資料の整

理や保存に関する体験、館蔵資料を用いた展示

企画・展示制作等の体験をとおして、学芸員の

仕事と博物館の役割を学びました。参加生徒が

企画した原田泰治氏の「日本の原風景」を使用

した展示は、館内企画展示室ロビーにて一般公

開されました。 

 

 おわりに                

 研修に参加した生徒は、今後、報告書をまとめ、

12月の事後研修会でのポスターセッションを通

じて各講座の研修成果の共有を図ります。 

 県教育委員会では、生徒が自己を理解し、将

来に向けた明確な目標を持つことができるよう

に、社会的・職業的自立に必要な資質・能力を

身に付けていくことができるキャリア教育を引

き続き推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［お問い合わせ］ 

高等学校教育課 指導第２係 

TEL 025-280-5612 



第 880号 令和５年 10月２日   新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています   (4) 

 

 

 

 

はじめに                

ラ・ラ・ネットは、当センターが提供するイン

ターネット上のサービスです。生涯学習を推進す

るために学習情報を提供しています。学校教育に

役立つ機能や情報もあります。今回は、そのいく

つかの機能と当センターの学習相談業務につい

て紹介をします。 

 

 学校で使えるラ・ラ・ネットの主なコンテンツ    

１ 指導者情報の検索・照会 

総合的な学習の時間などの授業やＰＴＡ行事、

各種研修会等、内容にあった指導者を検索するこ

とができます。児童・生徒への指導から教職員向

けの研修まで様々な分野の指導者の情報をセン

ターで管理しております。指導者情報の照会や講

師探しの相談については、お電話等でお問い合わ

せください。 

 

２ 情報モラル教育に関する情報提供 

 

 

 

 

【情報教育モラル学習リンク集】 

社会の急激な変化から、今強く求められている

情報モラル教育の推進のために「新潟県情報モラ

ル学習リンク集」を今年度から公開いたしました。

生徒指導課や県民生活課、新潟県警察などの機関

と連携し、情報モラル教育に関わる資料をまとめ

て掲載しています。授業や集会など児童・生徒へ

の指導の場面、懇談会等を利用した家庭への啓発

など、あらゆる場面での活用が可能です。 

 

３ 情報紙「ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ」 

当センターで行った研修会の報告や社会教育

に関する情報などをまとめた「Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ  Ｌ Ｅ Ｔ Ｔ Ｅ Ｒ」 

 

を適宜発行しています。地域連携を進めていく上

での視点や、最近よく聞くワードについての解説

など多岐にわたる内容を提供しています。 

 

４ 所有視聴覚教材の情報提供と貸出 

 当センターでは、ＤＶＤ・ＶＨＳなどの視聴覚

メディア教材の他、再生用の機材やスクリーンな

どの貸出を行っています。県内の学校は、無料で

使うことができます（配送の場合は別途送料が必

要です）。ラ・ラ・ネットには、所蔵しているＤ

ＶＤやＶＨＳ、再生用の機材等の情報を提供して

います。貸出の申請もラ・ラ・ネットから行うこ

とができます。 

 

 生涯学習相談              

 教職員やＰＴＡ役員などが、学習プログラムを

企画する際の内容や指導者の紹介などの学習相

談を行っています。電話やＦＡＸ、メールの他、

ラ・ラ・ネット上の「お問い合わせフォーム」で

も受け付けています。当センターに直接おいでい

ただいても結構です。 

 

 

 おわりに                

 この他にもラ・ラ・ネットには様々な情報が掲

載されています。新時代の学校運営にぜひラ・ラ

・ネットを御活用ください。 

 

 

 

ラ・ラ・ネット（新潟県生涯学習情報提供システム）、 

生涯学習相談の紹介        県立生涯学習推進センター 

 

 

http://www.lalanet.gr.jp/ 

［お問い合わせ］ 

生涯学習推進センター学習情報課 

TEL：０２５－２８４－６１１０ 
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はじめに               

生涯学習推進センターでは、様々な学び

の場で活用できる映像・視聴覚教材の制作

の促進及びその活用を図るとともに、映像

教材やデジタルコンテンツ等の制作を通

した情報活用能力の育成を目指し、自作映

像・視聴覚教材コンクールを開催していま

す。 

学校の授業や各種指導のために先生方が作

った作品や、児童生徒の皆さんが学習で作った

作品の応募をお待ちしています。また、社会教

育・地域映像部門では、県内に在住、在学、在

勤しているアマチュアの方（個人・グループ問

わず）どなたでも、地域映像を題材にした作品

を応募できます。 

今年度のコンクールについて紹介します。 

 

 社会教育・地域映像部門        

地域の自然・歴史・文化・産業等を題材にし

た作品や公民館等で作成した作品が対象です。

撮影して編集した作品だけでなく、紙芝居やか

るたなどで表現した作品も応募できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校教育部門             

先生方が学校の授業または各種指導の

ために作った作品が対象です。授業で提示

するために作成したプレゼンテーション

資料や動画、Ｗｅｂ上で視聴できるデジタ

ルコンテンツだけでなく、学校紹介動画な

ども応募できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童生徒部門             

学校の児童生徒が学習として作った作

品が対象です。総合的な学習の時間のまと

めや生徒会活動で作成した作品も応募で

きます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 おわりに               

 今年度のコンクールの応募方法については、

当センターＨＰ「ラ・ラ・ネット」を御覧くだ

さい。たくさんの御応募をお待ちしています。 

 

募集部門 ・社会教育・地域映像部門 

     ・学校教育部門 

     ・児童・生徒部門 

募集期間 10 月２日（月）～１月 19 日

（金） 
※詳細は当センターＨＰを御覧ください。 

自作映像・視聴覚教材コンクールについて 
（「新潟県教育の日」関連イベント）         生涯学習推進センター 

 

『今はなく写真でたどる「新川九門暗閘」』 
【令和４年度 最優秀賞作品】 

『小学５年道徳「QRコードの奇跡」 
～人のために生きる楽しさを学ぼう～』 

【令和４年度 最優秀賞作品】 

『キセキの赤門ものがたり』 
【令和４年度 最優秀賞作品】 

http://www.lalanet.gr.jp/ 

［お問い合わせ］ 

生涯学習推進センター学習情報課 

TEL：０２５－２８４－６１１０ 
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●県立近代美術館 （長岡市）  

■ベルギーと日本－光をえがき、命をかたどる 

戦前にベルギーに留学した画家の太田喜二

郎、児島虎次郎、新潟出身の彫刻家・武石弘三

郎。彼らが日本へともたらしたベルギー美術と

その影響、また当時の印刷物や展示にも着目し

ながら、戦前の日本におけるベルギー美術受容

の様相を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○会 期 開催中～11 月 12 日(日) 

○休館日 月曜日（祝日の場合は翌平日） 

○開館時間 午前９時～午後５時 

    （観覧券の販売は午後４時 30分まで） 

○観覧料 一般 1,200 円（1,000円） 

高校・大学生 1,000円（800円） 

中学生以下 無料 

 

■美術鑑賞講座 

「武石弘三郎の作品を訪ねる」 
日時：10 月 7 日(土)午後２時～午後３時 30 分   

講師：伊澤 朋美 （当館主任学芸員）＊申込不要 

「異国に渡った新潟ゆかりの画家たち」 
日時：10 月 28日(土) 午後２時～午後３時 30分   

講師：飯島 沙耶子 (当館主任学芸員) ＊申込不要 

 

■開館 30 周年記念 コレクション展 第３期 
［展示室１］近代美術館の名品―新収蔵品を中心に 

［展示室２］異国に渡った芸術家たち 

［展示室３］三芳悌吉 絵本の仕事 ―科学の眼差し 

○会 期 開催中～12 月 17 日（日） 

○観覧料 一般 430 円（340 円） 

高校・大学生 200 円（160 円） 

中学生以下無料 

※（ ）内は有料 20 名以上の団体料金です。 

児島虎次郎 

《和服を着たベルギーの少女》 

1910 年 

高梁市成羽美術館蔵 

県立近代美術館 
住所 長岡市千秋 3 丁目 278-14 
TEL:0258-28-4111 
URL:https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/ 

●新潟県立万代島美術館 

■イッタラ展 フィンランドガラスのきらめき 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ティモ・サルパネヴァ《i-ライン》シリーズ、1956年  

©Design Museum Finland, Photo: Rauno Träskelin 

 

フィンランドを代表するライフスタイルブラン
ド、イッタラの創立 140周年を記念する展覧会。イ
ッタラの歩みを象徴する 20 世紀半ばのクラシック
デザインやモダンデザインのガラスを中心に、陶器
や磁器、映像やインスタレーションを交えた約 450
点を通してその技術と哲学、デザインの美学に迫り
ます。 

また、新潟会場では当館の所蔵品から、日本を代
表するグラフィックデザイナー・亀倉雄策（1915-
1997）がコレクションしたイッタラ社関連のガラス
作品を特別展示いたします。 
 
○会  期 10月７日(土)～12月 10日(日) 
○休 館 日 10月 16 日(月)、10 月 30 日(月)、 

11 月 13 日(月)、11 月 27 日(月) 
○開館時間 午前 10時～午後６時 
       (観覧券の販売は午後５時 30分まで) 
○観 覧 料  一般 1,500円(1,300円) 
      高校・大学生 1,200円(1,000 円) 
      中学生以下無料 
 
※( )内は有料 20 名以上の団体料金。 
※障害者手帳をお持ちの方は観覧料免除。 
 
【会期中のイベント等】 

〇ファミリーデー 

会期中の日曜日午前 10 時～午後１時 
会場に BGM が流れるので、ご家族で会話を楽
しみながらご鑑賞いただけます 
 

 
 
 
 
 

県立万代島美術館 
住所 新潟市中央区万代島 5-1 朱鷺メッセ内 
             万代島ビル 5 階 
TEL:025-290-6655 
URL:https://banbi.pref.niigata.1g.jp/ 
 

https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/
https://banbi.pref.niigata.1g.jp/


第 880号 令和５年 10月２日    新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています   (7) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●県立歴史博物館（長岡市） 

中央日本４県令和５年度山の洲
く に

文化財交流展 

発掘が語る地域交流 

フォッサマグナがつなぐ新潟 長野 山梨 静岡 
 

日本列島の中央に位置し、フォッサマグナや糸魚川
静岡構造線で地理的につながる新潟、長野、山梨、静岡
の４県で、文化財を通じた交流事業を行います。 

本展では旧石器時代から古墳時代にわたる各県選り
すぐりの埋蔵文化財を通じて、３万年以上にわたって続
く４県の交流を紹介します。あわせて交流をものがたる
文化財の代表格として、新潟県の「県の石」に指定され
た翡翠(ヒスイ)を大きく取り上げ、その歴史的経緯・文
化的価値を県内外に発信します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇会  期 開催中～10 月 15 日(日) 
〇開館時間 午前９時 30 分～午後５時 

（観覧券の販売は午後４時 30 分まで） 
〇場  所 県立歴史博物館企画展示室 
〇休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日） 
〇観 覧 料 常設展観覧料でご覧いただけます 
（一般 520 円、高校・大学生 200 円、中学生以下無料） 

 
※学校団体でご観覧の場合は、新潟県内の学校は無料で
す。事前にお申込みください。 

県立歴史博物館 
住所 長岡市関原町 1 丁目 2247－2 
TEL:0258-47-6130 
URL:http://nbz.or.jp/ 
 

●県埋蔵文化財センター 

講演会「新潟市内から発掘された名前」 
○講師：奈良佳子氏（新潟市文化財センター） 
○期日：10 月 29 日(日)  
○時間：午後１時 50 分～３時 20 分 
○会場：県埋蔵文化財センター 
 
※参加費無料 
※定員 80 名（当日受付） 

オンライン 50 名（申込受付中） 

新潟県埋蔵文化財センター 
住所 新潟市秋葉区金津 93 番地 1 
TEL:0250-25-3981 
FAX:0250-25-3986 
E-mail:niigata@maibun.net 
URL:https://www.maibun.net/ 
 
 

●県立自然科学館（新潟市） 

プラネタリウム秋の番組 
「プラネタリウムでチコちゃんに叱られる!２ 
チコとキョエの星空タイムトラベル 
謎のラニアケア超銀河団」 
 
大人のみなさん、そして子どものみなさん、星空の
ことちゃんと答えられますか？チコちゃん、キョエ
ちゃんが星空にまつわる素朴な疑問をなげかけま
す！秋の星座解説とともにお楽しみください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇会  期 開催中～12月３日(日) 
○会  場 １階 プラネタリウム 
○観 覧 料 大人 210 円 
      小・中学生 100 円 
※別途入館料(大人 580 円/小・中学生 100 円) 
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は入館料・観
覧料が免除になります。券売所で御提示ください。 
○休 館 日 毎週(火) 
○開館時間  

（平日）午前９時 30分～午後４時 30 分 
（土日祝）午前９時 30 分～午後５時 

   (入館券の販売は閉館 30分前まで) 
 

 
 
 
 

県立自然科学館 
住所 新潟市中央区女池南 3-1-1 
TEL:025-283-3331 
URL:https://www.sciencemuseum.jp/ 
 

ヒスイ大珠 

(緒締形、鰹節形) 

県立歴史博物館蔵 

 

「チコちゃんに叱られる!」

🄫NHK 

 

http://nbz.or.jp/
https://www.maibun.net/
https://www.sciencemuseum.jp/
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※PDFファイルで御覧の方は、下線部(Webページアドレス)

をクリックすると、直接該当Webページにジャンプします

ので御活用ください。 

※県ホームページからバックナンバーも御覧いただけま

す。「新潟県 教育月報」で検索してください。     

  

発行所 新潟県教育庁総務課 
所在地  〒950-8570 
    新潟市中央区新光町４番地１ 
電 話 025-280-5587  
ＦＡＸ 025-285-3766 
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp 
Web 版 URL： 
https://www.pref.niigata.lg.jp/site/kyoiku/ 

本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください 
＜無断転載を禁ず＞ 

●観光文化スポーツ部文化課 

「新潟県文化祭 2023 
子ども文化芸術体験ステージ」 

 
親子で、いっぱい音楽にふれよう！ 

 
若い世代に文化芸術に触れる機会を提供し興味関
心を持ってもらうため、新潟県に拠点を構えたプロ
の文化芸術団体によるステージ公演を２会場で開
催します。 
 
 

 
 
  
 

  
 
 

 
 
 
 

 
 

 
○出 演 者 ①新潟シンフォニエッタ TOKI 
      ②太鼓芸能集団 鼓童 
○会 場 ①上越文化会館 
      ②柏崎市文化会館アルフォーレ 
○開 催 日 ①11 月３日（金・文化の日） 
      ②11 月 23 日（木・勤労感謝の日） 
--共通-- 
○開演時間 午前 11 時～12 時 

午後２時～３時 
○入 場 料 無料 
○応募方法 応募フォームもしくは 

通常はがきでお申し込みください 
○応募期限 10 月 18 日（水） 

 
 

詳細は公式サイトを 
ご確認ください 

 
 

 
 
 
 
 
 

新潟県観光文化スポーツ部文化課 
住所 新潟市中央区新光町４番地１ 
TEL: 025-280-5139 
URL:https://www.pref.niigata.lg.jp/site/bunka
/geijyutukahaken.htm 
 

 

https://www.pref.niigata.lg.jp/site/bunka/geijyutukahaken.htm
https://www.pref.niigata.lg.jp/site/bunka/geijyutukahaken.htm

